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本ソフトウエアのご利用に関するご同意事項 

 
 

(1) 本ソフトおよびマニュアルは著作権法に基づく著作物です。 
(2) 本ソフトウエアの使用許諾は、本ソフトに登録した一つの事業施設（園名）に対して、ラ

イセンスキーを発行しますので、同時使用で無ければ複数のパソコンで運用することも可

能です。ただし、同一法人でも設置場所が異なる複数施設がある場合は、複数のライセン

スが必要です。 
(3) 本ソフトは第三者への譲渡や転貸はできません。 
(4) 本システムを運用した結果や影響については、責任を負いかねますのであらかじめご了承

下さい。 
(5) 本システムは万全を期して作成していますが、いまだ発見できないバグ（誤り）もありま

す。それらに関する情報の提供やシステムを改良することをもって唯一の責任とします。

(6) 本ソフトに関わる係争が生じた場合は、当社所在地の裁判所を管轄裁判所とします。 

 

データはいつでも復元できるようにバックアップコピーを取りながら運用してください。 
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ソフトのインストール 

 
1. パソコンに CD-ROM をセットして開くと、次のフォルダがでます。 

 
このフォルダを C ドライブにコピーしてください。コピーが終わったら CD-ROM を取り出してください。 

CD-ROM から実行すると、エラーが発生します。この場合は、CTRL+ALT+DEL キーを同時に押して、タ

スクの強制終了をしてください。 

パソコンが WindowsXP または vista の場合はそのまま実行できます。Windows2000,98,Me の場合は下記

の注意を見てください。 

 

2. 栄養計算のフォルダを開いて、次の実行プログラムをダブルクリックするとソフトが起動します。 

ショートカットをデスクトップに作成すると便利です。 

 

 

【注意】 

Windows2000,98,Me パソコンの場合は、読み取り専用の設定になっていますので、栄養計算のフォルダの

中にあるすべてのファイルの読み取り専用のチェックボタンを外してください。 

 Windows 7 XP vista では自動的に解除出来るようになっています。 

 
 
 
他のパソコンで、操作したい場合は 
 

栄養計算のフォルダを USB メモリー等にコピーして移動するとすぐ使えます。また、USB メモリーにい

れたままでも実行できます。 

 

 

  



- 4 - 
 

システムのバージョンアップ 

 
インターネットに接続して、システムの更新（バージョンアップ）ができます。 
 

1. メニュー画面の中の次のボタンを押してください。 

 
2. “栄養計算”のページを出して、次のような画面からバージョンアップをしてください。 

 
 
 

本システムの運用について 

実行環境 

• パソコン  WINDOWS2000 以上のパソコン 
• プリンタ  A4 サイズ以上の WINDOWS 対応プリンタ 
• データのバックアップ USB メモリー、MO,  DVD-RAM など大容量記憶装置 
• パソコンの実行環境 ・ディスプレーは 1024*768 以上（800*600 では運用できません） 

・フォントの大きさは 標準フォント（既定値）で実行してください。  
• その他        表計算ソフト「エクセル」にデータを出力させたい場合はパソコンにエクセ

ルをインストールしておいてください。 
 

データのバックアップ 

次のフォルダを Windows 操作でコピーして、外部のメモリーに貼り付けてください。 

 

 

以上の操作のほかに。メニュー画面の中にもバックアップコピーのボタンがあります。 
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1. システムの起動 
 

システムの起動 

初期設定事項の登録 

ユーザーパスワードの入力 

• [OK]ボタンを押すと、次に進みます。 
• パスワードは初期設定画面で変更が出来ます。 

 
下記の２項目の設定は出荷時に行っていますので不要です。 

保育園名の登録 

• 法人名の登録は一度しか出来ません。 
• 登録した法人名に基づいて、ライセンスキーを発行

します。 
 

 

ライセンスキーの入力 

• 次の画面で、開発元が発行するライセンスキーを

入力すると、正式版のシステムになります。 
• ライセンスキーの認証が正常に出来ましたら、以

後はこの画面が出ません。 
• 体験的な試用の場合は、そのまま「ＯＫ」ボタン

を押してください。 
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初期設定画面 

• 年度は西暦年度を入れてください。 
• 職印欄には職印名を入れます。 
• パスワードはデフォルトでは空白になっていま

すので、必要に応じて変更してください。 

 
 

起動直後のメインメニュ 

 

 
• 画面の表示のような順で操作してください。 

初期設定事項  ⇒  料理  ⇒  献  立 
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2. 導入初期に行うマスター登録 
 

食事区分の登録 

• 例のように、食事区分を設定します。 
 

 

食事の対象区分の設定 

• 対象区分は、基本のまま使ってください。 
 

• ０歳児は区分の対象外になっていますので、栄養計算

のフォルダをコピーして、別の栄養計算として管理し

てください。 

 

業者マスターの登録 

• 業者コードと業者名を入れてください。 
• 業者コードは任意ですが、一度決めたコードは運用途

中では変更しないでください。 
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食品マスターの登録 

 
５改訂版の食品はすべて登録してありますが、必要に応じて変更してください。 
 

 

 
【補足】 
• 手作業で栄養計算をする場合は、食品群別にあらかじめ栄養価の平均を計算してそれに数量をかけて

求めています。（加重平均法による計算） 

• それに対して、「らくらく栄養計算」では、食品の栄養価で栄養計算をしていますので、より正確な栄養価

の計算が出来ます。 
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食品群の登録 

この設定は面倒ですので、出来るだけ既定の分類で運用してください。 

 

• 食品群の登録をします。 

• 食品群分類は二種類用意してい

ます。 

食品群分類１ 

  通常の食品群 

食品群分類２ 

  赤・黄・緑分類 

• 食品群分類１の画面です。 

• 保育園の給食で行われている標準的な食品群分類を

あらかじめ設定しています。必要に応じて変更してく

ださい。 

 

 

• 食品群コードと食品コードとの対応表です。 

例）穀類（パン）の場合 

食品群コードを２、食品コードを次のようにする 

  食品コード 01026 ～ 01037 

  食品コード 01077 ～ 01079 

• 整列番号で任意整列が出来ます。 

 

 

 

• 食品群分類２の設定画面です。食品群設定１と同様に

設定してください。 
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成分基準値の設定 

• 基準量は、持参弁当の有無などでも変

りますので、必要に応じて変更してく

ださい。 

• 食品群別の基準量の設定画面です。 

• 必要に応じて変更してください。 
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3. 料理（献立）マスターの作成 
 

料理マスターの登録画面 

 

 

 
• 運用をしながらもマスター登録は出来ますが、出来るだけ料理のマスター登録をしてから運用を開

始してください。 
• あらかじめサンプルレートして、料理を登録していますが、これはあくまでもサンプルですので、

料理名や食品名、数量は変更・追加・削除をしながらマスタ登録をしてください。 
• 料理コードの約束について 

四桁で登録してください。上ふた桁を画面下にあるように約束づけて登録をして下さい。 
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入力の具体的な手順 

【注意】料理コードが重複していると、登録できませんので注意してください。 

 
 

• 例えば、料理コード 1206 として、「かしわ

うどん」を登録するとします。 

• ①に 1206 を入れてエンターキーを押しま

す。 

• ②に料理名「かしわうどん」を入れて、エ

ンターキーを押します。 

• 確認ボタンが出ますので、「はい」を選び

ます。 

 
              ↓ 

 
 

• 右側の画面で、「かしわうどん」を構成する食

品を選びます。 

• 例えば「うどん」と入れて、エンターキーを押

すと、食品マスターからうどんのみを選択しま

すので、必要な食品を選んでください。 

• 食品の選択は、食品コードの一部を入れてエ

ンターキーを押しても選択できます。 

• 食品の選択が終わったら、一人分の分量を

あらかじめ設定しておくと便利です。 

• もちろん、食品や分量は、献立の作成時に

変更できす。 

• この部分に数値を入れて、自動計算を実行

すると、3 才児以上の数量をもとに、計算し

ます。 
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4. 献立の作成 
 

献立の登録手順 

• 日付欄に日付を入力して[Enter] キーを押すか、

または日付カレンダーを表示して、日付を選んで

ください。 

 

• 新規の献立の場合は「はい」を選択します。 

• 入力済みの場合は、この表示は出ないで、選択し

た期日の献立が出ます。 

• それぞれの人数を入れてください。 

• 食事区分と年齢区分を選択してください。最初は

左図のようになっています。 
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料理の選択 

 

料理の分類コードの上 2 桁を入力します。 

 

• 料理の選択欄に分類コードの一部を入れ

て、エンターキーを押してください。 

• あらかじめ登録した料理が出ますので、必

要なものを選んでください。 

• 「豆腐のカレー煮」を選択すると、左図の

ようにあらかじめ登録した食品が出ます

ので、必要に応じて変更をしてください。

ここで、変更した内容は、料理マスターに

は影響しません。 
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食品の追加・削除・変更 

 

一人量の変更 

• 規定値は、料理マスターで入力した数量が

出ますので、必要に応じて変更してくださ

い。 

 
「ニワトリひき肉」を「ニワトリの若鶏のむね」に変えたい場合 

 • ニワトリにカーソルポインタを移動させ

て、「食品の削除」ボタンを押します。 

• 食品の選択欄に「にわとり 若鶏」と入れ

て、エンターキーを押してください。 

 

• 必要な食品を選んで「選択」ボタンを押し

てください。 
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• 数量を入力します。 

 

3 歳以上から 3 歳未満への献立複写 

 

• 三歳以上の献立が終わったら、「3才未満」

を選択します。 

 

 

• 複写のボタンが出てきます。 

• 数量の自動計算をしない場合 

料理マスターの登録で設定した3歳未満児

の数量になります。 

• 数量の自動計算をする場合 

3 才以上児の数量をもとに、ここに設定し

た％で計算した数量になります。 

• ３才児から複写した献立が出来ます。 

• 必要に応じて、食品の追加・削除・分量調

整などをしてください。 

• 献立人数・実食人数は複写されませんの

で、入力してください。 

•  

 

おやつの献立 

• おやつの献立も昼食と同じようにおこな

ってください。 

• 献立人数等は昼食と同一になります。 
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献立の複写 

過去に作成した献立を複写できます。 

• 献立の新規作成時には、「複写」ボタン

が出ますので、これを押してください。

 

• 献立一覧表が出ますので、複写したい

献立を選んで、選択してください。 

 

• 複写を間違った場合は、献立を一旦削

除して、再度日付を入力して新規作成

をすると、複写ボタンが画面に出てき

ます。 

 
 
 

献立の入力が終わったら 

• 「献立書込」のボタンを押してください。 

 

• 栄養価の試算をすることが出来ます。 
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5. 印刷 
 
• 新規に入力したデータを印刷する場合は、必ず登録をした後で、印刷してください。 

• 次の画面が出ます。 

• それぞれの印刷を実行してください。 

次の画面では、集計期間や年齢区分等を選択してください。 

 
 
【注意】 
• 帳票類は今後のシステムの改良などで変わることもありうることをご了承ください。 
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予定・実施献立表（１） 

 

• 持参米飯がある場合は、その数量を入れて

ください。 

 
印刷プレビュー画面               2 ページ目の印刷プレビュー画面 
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予定・実施献立表（２） 

 

• 必要に応じて、購入金額を入れて、計算ボ

タンを押してください。 

• 購入金額を入れない場合でも、計算ボタン

を押してください。 

• 計算実行のボタンを押すと、「印刷」ボタ

ンがでますので、これを押してください。

 

• 印刷ボタンを押すと、印刷ボタンが出ま

す。 

 

注文書の印刷例 
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予定・実施献立表の印刷例 

 

画面の下部（この部分は手書きしてください。） 

 
 

 

 
• 料理の中心温度、測定時間、測定者をメモ書きする欄です。 
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10 日間給与・栄養計算 

 

• 計算期日を入れて、印刷ボタンを押しま

す。 

印刷プレビュー画面 
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年間給与食糧及び栄養量の計算 

 

 

• 計算期日を入れて、印刷ボタンをおして

ください。 
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赤・黄色・緑群別献立表 

 

 

• ｢OK｣ボタンを押します。 
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食品注文量計算書 

 

• 日付を指定して、｢OK｣ボタンを押しま

す。 
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年間購入金額一覧表 

 
• 繰越量の価格は、入力してください。 
• この集計は、予定献立表（２）で入力した金額が集計されますので、ここへ金額を入力してくださ

い。 
• 計算実行 ⇒ 印刷 へと進んでください。 

 

繰越量の繰越金設定の画面 

 

 

• 期間指定をして「計算実行」のボタンを押してください。 
• 年間集計が出来ます。 

• 仕入先別の金額集計も出来ます。 
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所要金額日計表 

 
• 期日を指定して実行してください。 
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6. そのほかの操作 
 

新年度になったら 

 初期設定のボタンを押して、西暦年度を変えてください。 

 

 

古い献立データを一括して削除したい 

 補助作業メニューの中の献立データの削除を実行します。 

 

バックアップコピー 

 バックアップコピーのボタンを押して、保存先を次のように指定して実行してください。次の

例は、USB メモリーが F ドライブであるとすると、USB メモリーにバックアップコピーが作

成でいます。 

 

データが不調になった場合 

 正常なバックアップデータから復元することを原則としますが、 
補助作業メニューの中の“データテーブルの調整”を実行すると、改善する場合もありますの

で、試してみてください。 
 


